
※ストック効果：整備された社会資本が機能することによって継続的に中長期的に得られる効果

記者発表資料

平 成 2 7 年 6 月 1 日
国 土 交 通 省
九 州 地 方 整 備 局
西日本高速道路株式会社

【問い合わせ先】

平成27年3月１日及び3月21日に開通した東九州自動車道（豊前ＩＣ～宇佐ＩＣ間）、（佐伯IC～蒲江IC

間）の初めて迎えたゴールデンウィーク（ＧＷ）期間中における観光の変化に着目し、その結果をとりまとめ
ましたのでお知らせします。

※今後、継続的な調査を行い、開通後の交通量や整備効果など、引き続きお知らせする予定です。

【観光に着⽬したストック効果】

【開通区間の交通量】

●東九州道沿線の観光客が増加
・観光施設等の⼊り込み客数が約1割増加。

●観光圏域が広域化

・宮崎県の「⾼千穂峡」の九州外からの観光客の割合が8%から22%に上昇。

●⾼速道路とフェリーの連携により新たな観光ルートの開拓
・愛媛⇔⼤分間のフェリーの乗⽤⾞利⽤台数が約2割増加。
・GW期間中に四国⇔九州間で２つの観光ツアーが新たに企画。
今後も続々と新規ツアーが企画。

●観光客の増加・観光圏域の拡がりによる波及効果
・沿線の道の駅において、⼀⼈あたりの観光消費額が1割増加。

■ＧＷ期間中の平均交通量 （調査期間：H27.5.3(⽇)~H27.5.6(⽔)の平均値）

中津ＩＣ〜宇佐ＩＣ ： 13,800 台／⽇
佐伯ＩＣ〜佐伯堅⽥ＩＣ ： 17,900 台／⽇
佐伯堅⽥ＩＣ〜蒲江ＩＣ ： 19,200 台／⽇
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・⼤分県の「うみたまご」の県外からの観光客の割合が76%から85%に上昇。

■国⼟交通省管理区間に関すること
国⼟交通省 九州地⽅整備局 TEL：092-471-6331（代表）

道路部 道路計画第⼆課⻑ 辻 芳樹 （内線：4251）

■ＮＥＸＣＯ⻄⽇本管理区間に関すること

ＮＥＸＣＯ⻄⽇本九州⽀社 広報課

TEL： 092-717-1707

担当：⻄脇、⽵下
にしわき たけした

つじ よしき

ＧＷにおける東九州道の状況について

記者発表資料

～大分から宮崎まで３月につながった東九州道の観光面のストック効果※をまとめました～



187千人
222千人

開通前(H26) 開通後(H27)

328千人 366千人

開通前(H26) 開通後(H27)

141千人 143千人

開通前(H26) 開通後(H27)

開通が

きっかけ

37%

開通も理由

の一つ

28%

開通は

関係ない

35%

H26.12.13
開通

観光

東九州道の開通により、観光施設等の入り込み客数が約1割増加。

開通が“きっかけ”で旅行を計画した観光客が約7割を占める。

東九州道沿線の観光客が増加

誘発観光客
約7割

旅行のきっかけ
［調査箇所］
道の駅 北川はゆま
道の駅 かまえ
(N=215)

観光客の声

1

・今までほとんど来なかった佐伯より南の地域に気軽に
行くことができ、ドライブする回数が増えた。
（大分市から鹿児島市へ 男性）

・この開通で宮崎に行く回数が増えると思う。
（佐伯市から延岡市へ 男性）

・今まで遠かった蒲江が近くに感じられた。
これから何度か利用したい。
（杵築市から佐伯市 女性）

資料： （旅行のきっかけ・観光客の声） 利用者アンケート調査結果

ｱﾌﾘｶﾝｻﾌｧﾘ

うみたまご

道の駅
「佐賀関」

道の駅
「やよい」

道の駅
「かまえ」

高千穂峡

道の駅
「北川はゆま」

馬ヶ背

道の駅
「北浦」

須美江
家族旅行村

道の駅
「日向」

道の駅
「つの」西都原古墳群

道の駅
「ﾌｪﾆｯｸｽ」

■主要観光地の入り込み客数

道の駅
「なかつ」

ﾏﾘﾝｶﾙﾁｬｰ
ｾﾝﾀｰ

宮崎県

大分県

大
分
県

宮
崎
県

こどもの国

大分県（７施設）

宮崎県（１１施設）

大分県・宮崎県（１８施設）

約38千人増
（約1割増加）

約2千人増
（ほぼ同等）

約35千人増
（約2割増加）

青島神社

蒲江

調査日：［開通前］H26.5.3(土)～H26.5.6(火)
［開通後］H27.5.3(日)～H27.5.6(水)
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観光 観光圏域が広域化（大分県：うみたまご）

県外からの観光客の割合が76%が85%に上昇。
特に宮崎県の観光割合が増加（6ポイント増）。

資料（施設管理者の声）管理者ヒアリング調査結果
（利用者の声）利用者アンケート調査結果 ２

賑わう観光施設

施設管理者の声

宮崎からの来場者が増えている。
（ 「うみたまご」施設管理者）

■うみたまごの観光割合

■「うみたまご」のGW期間中の状況

車籍地台数による地域別シェア率

増加

調査日：［開通前］H26.8.24（日）
［開通後］H27.5.3（日）

資料：車籍地調査結果

県外割合
9ポイント増

宮崎県
宮崎県

うみたまご

関西
地方

中国
地方

福岡県

宮崎県

大分県

※数値は東九州道開通後（H27.5.3）の地域別増加割合

利⽤者の声
うみたまごへ以前も来たことがあるが、今
回初めて東九州道を利用。以前と比べて、
走りやすくスムーズに早く着けた。

（宮崎市から大分市へ 男性）

うみたまご：大分マリーンパレス水族館「うみたまご」 県外割合 76% 85%

) )

自県（大分県） 宮崎県 その他九州

四国地方 中国地方 関西地方

その他（本州）

6ポイント増

1ポイント増3ポイント増
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観光 観光圏域が広域化（宮崎県：高千穂峡）

賑わう休憩所
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九州外からの観光客の割合が8%から22%に上昇。
特に四国地方（２ポイント増）、中国地方（５ポイント増）、関西地方（４ポ

イント増）。

⾼千穂町観光課

東九州自動車道が開通して利便性と話
題性が高まり、観光客増加につながった。

賑わう観光施設
■「高千穂峡」のGW期間中の状況

資料（施設管理者の声）管理者ヒアリング調査結果
（利用者の声）利用者アンケート調査結果

利⽤者の声
東九州道の開通を機に初めて高千穂に
行きます。今後も行く機会が増えると思い
ます。（山口県宇部市から高千穂町へ 男性）

■高千穂峡の観光割合
車籍地台数による地域別シェア率

調査日：［開通前］H26.8.24（日）
［開通後］H27.5.3（日）

自県（宮崎県） その他九州 四国地方

中国地方 関西地方 その他（本州）

九州外割合
14ポイント増

高千穂峡

大分県

福岡県

宮崎県

四国
地方

関西
地方

中国
地方

※数値は東九州道開通後（H27.5.3）の地域別増加割合

九州外割合 8% 22%

資料：車籍地調査結果

2ポイント増

4ポイント増
5ポイント増



15,849

18,729

H26 H27

4資料：フェリー利用者ヒアリング調査結果

高速道路とフェリーの連携により
新たな観光ルートの開拓

観光

フェリー乗用車利用台数

愛媛～大分間フェリー３航路の乗用車計 調査期間（H26，H27）：4/29～5/6
資料：各航路事業者ヒアリング調査結果

資料：旅行会社・バス会社へのヒアリング

単位：台

観光客の声 （⾹川県から 60代⼥性）

東九州道の開通もきっかけとなっ
た５～６年ぶりの九州観光で、日南
市内や高千穂峡（いずれも宮崎
県）を周遊しました。

今後は、九州への観光機会が増え
そうです。

観光客の声 （愛媛県から 30代男性）
東九州道の開通もきっかけとなり、
今回、宮崎県（青島、えびの高原）
や鹿児島県（かごしま水族館、霧
島）を周遊する旅行へ行きました。

今後、九州への観光機会が増えそ
うです。

約2割増加

臼杵港
佐賀関港

八幡浜港

三崎港

宮崎県

鹿児島県

大分県

熊本県

福岡県

愛媛県

別府港

【出発地】
松山市

【宿泊】

宮崎市内

高千穂峡

凡例

：愛媛～大分間フェリー３航路
：観光ルート（例）
「どっきり 宮崎南国の休日」観光ルート

■観光ツアー（例）[四国（愛媛）～宮崎方面]

GW中の四国⇔九州の観光ツアー：約100人

四国との新たな観光ツアー

今後も続々と四国との新規ツアーが企画。
（四国～九州間： ８企画）
・愛媛発→九州：３企画
・高知発→九州：２企画
・香川発→九州：２企画
・宮崎発→四国：１企画

・愛媛⇔⼤分間のフェリーの乗⽤⾞利⽤台数が約2割増加。
・GW期間中に四国⇔九州間で２つの観光ツアーが新たに企画。今後も続々と新規
ツアーが企画。



927円/人
997円/人

開通前(H26) 開通後(H27)

H26.12.13開通

道の駅
「北川はゆま」

道の駅
「北浦」

道の駅
「日向」

道の駅
「つの」

※東九州道沿線の道の駅（7施設）より算出

道の駅
「佐賀関」

道の駅
「やよい」

道の駅
「かまえ」

観光

東九州道沿線にある道の駅において、観光客1人当たりの観光消費額が約１割増
加。

道の駅からは「単価が高い商品が売れ、売上げが伸びた」との声がありました。

観光客の増加・観光圏域の
拡がりによる波及効果

施設管理者の声

観光客で賑わう観光施設
（道の駅「かまえ」）

・昨年より県外からの来客者が増
え、たくさんのお客さんが来られ
ました。
(道の駅 「北川はゆま」

施設管理者）

資料：（観光消費額、観光入り込み客数）施設利用客数ヒアリング調査結果

調査日：［開通前］H26.5.3（土）～H26.5.6（火）
［開通後］H27.5.3（日）～H27.5.6（水）

（施設管理者の声）管理者ヒアリング調査結果

観光客で賑わう売店
（道の駅「北川はゆま」）

東九州道沿線にある道の駅の
観光客１人あたりの観光消費額

約1割増加

■GW期間中の状況
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交通量 ＧＷ期間中の交通状況（東九州道）

開通区間のゴールデンウィーク期間中の交通量は、
[中津IC～宇佐IC] 13,800台/日、
[佐伯IC～佐伯堅田IC] 17,900台/日、[佐伯堅田IC～蒲江IC] 19,200台/日

東九州道の利用交通量が、多くの区間で増加。

※1：開通前：H26.5.3（土）～H26.5.6（火）の平均値

※2：開通後：H27.5.3（日）～H27.5.6（水）の平均値

※3：交通量は交通量計測装置によるデータを速報値として記載。

（百台単位にて表示）

※4：H27.5.3(日)～H27.5.4(月)にかけて、大分県内の高速道路において霧の

影響による通行止めを実施（約20時間）

通行止め区間 東九州自動車道 大分農業文化公園IC～日出JCT

大分自動車道 湯布院IC～日出JCT～別府IC

④津久見IC～佐伯IC

③別府IC～大分IC①行橋IC～今川ｽﾏｰﾄIC H26.12.13
開通

⑧延岡JCT～延岡南ＩＣ ⑦蒲江IC～蒲江波当津IC

⑤佐伯IC～佐伯堅田IC

⑥佐伯堅田IC～蒲江IC

②中津IC～宇佐IC

394
366

開通前 開通後

(百台/日)

7%減

137

199

開通前 開通後

(百台/日)

45%増

179

開通前 開通後

(百台/日)

192

開通前 開通後

(百台/日)

164

開通前 開通後

(百台/日)

208
232

開通前 開通後

(百台/日)

12%増
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177

開通前 開通後

(百台/日)

138

開通前 開通後

(百台/日)



IC間
【開通前】

断面交通量（台/日）
【開通後】

断面交通量（台/日）
【増減率】

北九州ＪCT～苅田北九州空港 14,500 22,000 +52%

①行橋～今川スマート
　【平成26年12月13日開通】

- 17,700 -

今川スマート～みやこ豊津
【平成26年12月13日開通】

- 17,500 -

築城～椎田 16,900 21,600 +28%

豊前～上毛スマート
【平成27年3月1日開通】

- 11,000 -

上毛スマート～中津
【平成27年3月1日開通】

- 11,700 -

②中津～宇佐
　【平成27年3月1日開通】

- 13,800 -

宇佐～院内 18,000 15,000 -17%

③別府～大分 39,400 36,600 -7%

④津久見～佐伯 13,700 19,900 +45%

⑤佐伯～佐伯堅田
　【平成27年3月21日開通】

- 17,900 -

⑥佐伯堅田～蒲江
　【平成27年3月21日開通】

- 19,200 -

⑦蒲江～蒲江波当津 - 16,400 -

北浦～須美江 7,100 16,300 +130%

⑧延岡～延岡南 20,800 23,200 +12%

延岡南～門川 19,700 20,600 +5%
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東九州道の交通状況

※4

※4

※1：開通前：H26.5.3（土）～H26.5.6（火）の平均値
※2：開通後：H27.5.3（日）～H27.5.6（水）の平均値
※3：交通量は交通量計測装置によるデータを速報値として記載。（百台単位にて表示）
※4：H27.5.3(日)～H27.5.4(月)にかけて、大分県内の高速道路において霧の影響による通行止めを実施（約20時間）

通行止め区間 東九州自動車道 大分農業文化公園IC～日出JCT
大分自動車道 湯布院IC～日出JCT～別府IC

※5：椎田南ICを出入りし、現在未開通の椎田南～豊前間に並行する一般道を介し、豊前ICを出入りした交通量は、
約8,400台/日
（Ｈ27.5.3（日）～Ｈ27.5.6（水）の平均値（非ＥＴＣ車は含まない））

※5


